
一

就

職

す

る

乙

と

が

悶

警

護

の

量

一

一

か

っ

た

か

在

地

区

の

公

民

主

主

1
r
i
d
i
-
-
3
1
1
j
;
j
j
t
j
i
l
l
!
j

同

一

刊

は

一

長

た

れ

な

い

需

湾

弱

者

を

収

容

し

一

一

は

市

教

育

委

員

会

へ

ご

連

絡

く

だ

さ

い

お

い

よ

人

だ

る

つ

な

…

一

ι
す

ろ

)

一

生

活

語

P
職

業

訓

練

を

行

な

う

こ

と

一

一

と

こ

ろ

で

、

成

人

吉

出

席

さ

れ

る

一

¥
J
L
¥
)
'
す

こ

ん

き

ひ

ょ

う

は

ど

こ

に

一

一

と

愛

あ

章

一

に

し

て

い

ま

す

。

一

一

か

た

の

服

装

が

、

年

々

主

に

な

う

て

お

オ

7
1
♂

ιr
あ

(
J
Zこ
だ

…

一

一

つ

を

に

憲

一

一

一

ヱ

一

二

土

人

民

一

一

選

設

規

模

は

、

敷

地

面

積

三

千

五

官

一

一

い

る

と

の

話

が

出

ま

す

。

当

日

の

服

装

Z

I

q

川
小
杉
長
十
九
「
ジ
ャ
マ
ン
ボ
一
γ
卜
」
か
一
一

一

州

都

「

師

一

一

卒

四

平

方

メ

ー

ト

ル

、

ブ

ロ

y
ク

造

一

一

宮

山

で

す

が

警

に

京

美

に

た

ら

一

弘

同

ハ

ダ

¥

ふ

ポ

テ

ト

、

ポ

テ

ト

一

一

一

日

平

一

一

り

平

屋

空

僚

と

な

っ

て

い

ま

す

。

一

一

な

い

よ

う

五

人

は

も

と

よ

り

ご

家

庭

一

一

も

も

明

ri崎
支

じ

ゃ

ろ

な

出

土

お

民

(

一

一

1

i

f

-

-

1

j

一
沌
さ
れ
て
か

h
今
回
三
一
十
四
回
目
一
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
現
在
民
一
の
き
ん
も
と
協
力
く
だ
さ
い
。
三
一
一
許
可

-
i
i
Vけ
吋
」
吟
づ
一
喝
、
い
も
の
乙
と
か
町
一

川

一

恥

前

川

一

一

歳

票

日

す

ぜ

め

い

運

動

一

に

な

り

ま

す

。

一

に

や

伝

し

、

量

基

本

台

帳

に

議

さ

一

合

わ

せ

の

撃

で

祭

る

に

出

席

さ

れ

一

一

再

吋

ド

Juawー
が
い
も
と
か
い
千
あ
る
ぞ
一
一

J
い

教

任

。

一

国

法

人

双

地

の

宅

豊

富

積

は

約

二

一

・

五

ヘ

一

口

月

1
日
J
M
日
一
市
教
育
委
員
会
で
は
、
信
任
問
同
一
れ
て
い
る
人
で
す
。
王
手
つ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
一
ん
チ

¥
i
j
一
世
官
じ
そ
う
だ
な

r

J
る

伊

三

一

酬

住

宅

協

会

l
ル
と
し
、
そ
の
宇
る
恵
美
一
こ
と
し

S
E
E
P一の
哲
人
君
招
待
し
て
記
念
式
典
伊
言
し
い
こ
と
は
、
十
二
月
二
十
日
ζ

一
な
ご
庭
や
職
場
で
も
新
し
い
成
一
一
ぷ
齢

/
L
7
パ

ナ

ナ

も

あ

る

さ

…

一

2
一

明

佐

利

山

町

一

会

で

は

、

市

施

設

を

確

保

し

た

あ

と

は

住

宅

地

と

し

一

に

、

明

る

い

お

F
斥
を
す
と
し
て
い
た
一
は
じ
め
記
念
講
演
や
い
ろ
い
る
な
一
行
事
一
ろ
各
人
あ
て
家
内
状
を
出
し
ま
す
の
で
入
者
を
祝
い
閉
ま
す
よ
っ
、
色
配
意
く
一
一
一

i
一

十

務

長

率

居

眠

て

分

譲

す

る

予

宅

す

。

埋

め

立

高

一

だ

く

た

め

、

歳

未

た

す

け

あ

い

運

動

を

一

喜

な

っ

て

、

成

会

主

い

励

ま

し

一

む

来

日

ア

だ

さ

い

。

万

一

案

内

務

、

一

だ

さ

い

。

一

一

き

ょ

う

の

き

ゅ

う

英

「

評

」

一

年

一

弘

減

。

同

宣

堅

守

山

と

耳

辺

は

緑

に

つ

つ

ま

れ

た

査

の

よ

い

言

し

て

い

ま

す

。

一

て

き

ま

し

た

o

一

十

二

月

二

十

五

日

こ

ろ

ま

で

に

開

か

な

一

雨

雲

委

員

会

宗

主

前

の

野

口

〈

合

2
一一

品

一

愛

、

ろ

く

互

一

す

る

土

地

所

一

理

部

在

宅

地

に

な

る

も

の

と

期

待

一

乙

の

歳

未

た

す

け

あ

い

覇

は

、

E
Z
-全
月
十
五
日
侵
入
の

1
1
1
i
l
-
-
i
l
z
祈
谷
小
学
校
二
年
り
と
と
楽
し
そ
う
だ
な
あ
0
2

4
一

批

判

…

官

守

有

者

の

男

一

忘

れ

て

い

ま

す

。

一

民

錦

繍

見

開

門

刊

誌

日

で

¥

以

人

と

な

ら

h
た

か

き

出

一

芯

野

口

和

雄

ジ

ャ

ー

マ

ン

ポ

テ

ト

は

ど

ん

な

一

一

一

る

九

月

に

周

一

精

神

薄

濁

者

貫

生

刷

設

り

着

工

が

予

定

一

ま

す

o

一

の

行

蓄

を

と

り

行

な

'

つ

よ

う

準

備

を

巡

一

一

一

五
0

0

事
て
で
お
四
十
六
年
度
霊
と
し
て
一
す
み
な
さ
ん
の

e昨
年

し

一

民

会

軽

量

し

ま

そ

の

他

一

一

貫

赤

ち

ゃ

ん

を

義

彰

一

…

き

ょ

っ

i

J
わ

れ

な

[

ゼ

一

一

=

=

=

:

:

こ

;

問

M
f
U
1
Mわ
同
町
一
一
般
往
会
に
お
い
て
一
大
州
市
時
訪
問
雲
一
め
何
時
計
重
昭
一
一
土
ハ
年
一
市
長
、
乙
と
し
の
乳
幼
児
悩
喜
一
層
行
、
錦
町
民
的
、
小
r41
照
準
、
福
一
心
配
ご
と
相
談
一
造
業
に
属
す
る
企
き
っ
ち
、
重
大
一

一

一

一

一

=

一

一

一

一

一

一

三

一

て

一

一

査

で

遷

ば

れ

た

四

大

人

の

優

良

赤

ち

草

稿

、

酒

井

和

夫

石

田

幹

人

、

二

一

一

五

選

定

し

た

企

業

に

つ

い

ず

望

i

一

芝

=

一

一

一

一

一

二

一

一

一

っ

そ

く

護

一

一

ゃ

ん

を

十

一

月

二

十

七

H
大
洲
主
苑
一
塁
手
、
高
健
太
郎
、
村
長
也
、
一
所
市
役
所
に
一
す
る
も
の
で
す
。
調
査
に
あ
た
っ

τ一

記

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

口

二

一

事

業

に

と

り

一

I

A

Z

中

F
Y

も

P

、z
t
J

↑

一

一

一

福

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

ヂ

ダ

か

か

っ

て

い

一

?

?

平

京

，

よ

7
k
i
-
-
1
1一

一

で

表

彰

し

ま

し

た

。

一

中

島

清

美

、

清

水

男

、

山

自

主

移

転

一

は

、

県

知

事

よ

り

任

命

名

前

喜

一

一

明

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

駐

日

必

ま

し

に

が

、

二

E
1
i
f
し

ム

ノ

J
f

一
一
こ
記
幼
児
島
警
官
、
昭
和
一
原
田
和
枝
、
大
喜
子
、
車
ゅ
よ
い
ま
ま
で
旧
費
奪
行
な
わ
一
目
黒
田
土
八
年
工
業
主
一

言

語

註

一

l
i
l
t
用
心
を
も
う
一
度
し
註
足
長
打
出
H
石
詳
し
説
話
語
立

一圃一一
'
J
1単

一

一

両

鋼

工

?

一

'

一

一

乳

幼

時

の

警

に

た

い

す

る

専

門

的

な

一

問

量

、

山

竹

晴

子

、

胃

久

米

以

平

一

福

詰

警

護

所

の

童

話

な

い

一

事

事

む

記

入

の

う

え

、

期

円

ま

で

よ

一

望

一

一

=

三

一

一

ギ

ヘ

ク

タ

l一
ム
一
斉
に
な
り
ま
す
と
身
訟
を
一
ん
を
す
る
と
レ
。
め
は
し
G
、ロ

l
Z用
意
し
て
量
指
導
ど
育
児
相
談
の
た
め
に
、
官
、
重
広
、
梶
五
枚
、

u下
真

一

ま

す

。

吾

員

提

出

さ

れ

λ
ょ
っ
言
力
く
一

一
一
一
三
一

ι一れ
レ

宅

地

の

一

あ

わ

た

だ

し

/

¥

な

り

ま

す

ぎ

の

よ

τ
5
1や

め

る

こ

と

一

お

〈

乙

と

一

市

内

の

再

震

に

よ

っ

て

毎

年

十

;
1雲

中

野

美

日

;

相

談

員

?

と

だ

さ

い

一

一

圭

一

一

一

一

一

二

一

極

一

幅

広

主

な

と

き

に

は

例

年

火

器

多

く

差

一

同

方

一

に

そ

な

-

亀

火

器

ハ

ケ

三

雲

入

手

記

老

人

は

で

き

る

と

っ

て

か

る

も

の

で

す

。

一

紀

、

害

巴

安

定

、

柁

者

一

一

り

で

す

。

ヘ

ヂ

俊

一

時

か

ら

)

一

な

お

、

提

出

ぎ

れ

た

調

資

産

統

一

一

壁

土

一

一

一

一

一

通

時

醸

し

ま

し

た

υ

一
し
て
い
ま
す
。
明
る
い
お
軍
事
九
一
一
ぱ
い
の
尽
を
く
み
お
き
し
て
お
一
け
避
難
の
主
主
一
曙
で
や
工
震
で
、
と
〈
に
す
ぐ
れ
た
亦
ち
ゃ
一
片
山
洋
子
、
高
号
、
井
内
需
豆
電
一
日
弁
護
士
、
実
員
一
目
誌
に
よ
っ
て
、
そ
の
秘
密
は
か
た
ィ
一

一
匹
一
一
一
一
一
一
一
一
一
市
輔
副
欄

J
る
た
め
に
次
の
こ
と
を
実
行
し
て
く
だ
一
ぐ
こ
と
。
一
ま
せ
る
よ
-
つ
に
す
る
こ
と
。
一
ん
を
事
費
乳
幼
児
と
し
て
語
ず
一
門
犬
山
田
更
号
、
武
用
車
、
一
十
日
相
談
員
一
守
主
主
襲
名
憲
一
生
ず
る
よ
=

一
理
一
一
一
二
一
一

h
i
-
-
A
m

第
両
日
町
一
さ
い
。
一
川
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
は
子
ど
も
の
一
③
病
人
、
子
ど
も
や
更
に
け
喜
一
る
た
め
に
四
十
八
人
を
選
ん
だ
患
で
一
円
柳
沢
耳
目

2井
ユ
ミ
コ
一
二
十
日
法
務
局
、
課
員
一
う
な
と
と
に
は
一
切
使
用
し
な
い
と
と

喜

一

一

一

一

一

二

三

一

一

は

、

昭

佐

賀

火

災

め

予

防

一

手

の

届

か

な

い

と

2
へ
保
管
ず
一
し
て
外
出
し
な
い
き
に
す
る
こ
豆
、
室
と
も
に
蓄
の
と
れ
た
り
一
門
新
谷
〕
語
長
森
本
敦
子
、
米
一
二
十
五
日
相
喜
一
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
報

一

平

一

紘

一

に

も

tiω
外
出
さ
れ
る
主
が
お
や
す
み
前

7
H残

り
火
ぽ
完
全
に
消
し
了
ド
通
報
告
し
て
も
雪
い
一
つ
訪
日
計
れ
れ
れ

rゃ
ん

は

一

四

百

日

明

日

時

一

K
h
u
-
-告

一
日
片
山
内
れ
れ
れ
十

豆

一

一

一

一

一

一

二

議

議

自

立

に

哨

必

ず

火

の

元

を

富

す

る

こ

一

て

お

く

こ

と

。

一

ま

せ

ん

か

E
L一

九
番
へ
通
報
し
一
次
の
と
お
り
で
す
。
一

5
2石

喜

一

市

社

告

協

議

会

一

お

た

ず

ね

く

だ

さ

い

。

豊

一

一

一

一

一

一

一

一

一

品

鱒

る

と

と

に

し

一

忌

乙

の

投

手

て

を

し

な

、

i

d計
十

両

日

j
Eだ
さ
い
。

M
J審

一

突

出

産

量

、

富

裕

治

一

E
Z

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

組

て

日

「

品

目

前

日

嵐

長

な

一

六

命

写

る

た

め

に

一

:

一

謹

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

九

三

一

一

一

一

一

一

三

日

立

一

日

一

一

一

弓

一

一

一

一

一

一

一

一

九

一

一

刊

誌

ヰ

パ

ゴ

ー

の

た

一

開

封

建

設

丈

一
ル
年
末
に
な
り
ま
す
と
可
毎
年
い
る
い
一
マ
る
す
謡
を
し
て
い
る
と
き
、
知
ら
一
ま
し
た
匂
歳
未
大
売
出
し
か
ら
、
ジ
ン
一
円
増
刀
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い

ι一
v

一
掃
ゑ
一
二
縦
一
九
月

一
日
ソ
ろ
な
犯
罪
が
ふ
え
て
き
ま
す
。
一
な
い
人
け
が
来
た
ら
よ
く
碓
め
℃
か
一
グ
ル
と
町
の
空
気
は
つ
♀

J

っ
て
き
ま
一
と
ま
ず
ま
ず
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
」

2
1
禁十に一叫

i

丸山し会
J
崎
藤

o
一

M

J
〆
一
警
察
で
位
犯
罪
一
一
弘
防
ぐ
た
め
、
設
一
ら
一
戸
が
一
あ
け
ま
し
ょ
う
。
一
す
、
主
は
油
断
の
な
い
人
君
、
っ
一
善
良
な
ひ
と
び
と
仁
義
を
か
け
る
一
黒
公
一
が
さ
ね
一
ト
ン
ト
い
お
額

。
一
品
土
所
室
一
末
仲
間
犯
霊
と
ま
相
識
を
行
江
っ
て
一

V
押
し
売
り
は
、
雪
印
に
入
れ
な
一
い
号
す
と
い
う
と
と
が
あ
り
ま
す
一
力
は
、
た
と
え
小
さ
な
乙
と
で
も
見

luvw一子

γλ
除
機
轍

1
一
一
)
女
主
一
役
一
い
ま
す
よ
な
さ
ん
も
、
自
分
の
生
命
一
い
で
は
っ
き
D
C
と
か
り
ま
し
ょ
一

2
4性
ひ
と
り
で
の
お
金
出
し
一
色
し
て
は
じ
ま
せ
ん
。
扇
闘
騒
ト

?J禅
譲

第

一

日

人

世

子

一

や

財

産

を

す

、

ゆ

く

年

に

悔

い

を

竺

一

た

と

え

ば

一

一

一

F
か
か
り
を
つ
け
た
一
似
た
ふ
域

v

一

一

引

い

州

一

日

」

さ

ず

r
j
jく
迎

え

る

よ

フ

一

油

断

い

か

悲

劇

コ

つ

む

一

日

開

号

訴

当

…

&

結

綿

々

が

持

一

日

比

J
1
2
一
i

一心力
L
て

/¥jru

一

一

た

り

汁

女

性

の

Lさ
わ
っ
た
り
す
る
一
撤
収
ぷ
恥
説
関
議

一

u

;
山

一

大

企

一

お

宅

の

防

犯

に

ス

午

は

あ

一

現

金

の

出

し

入

れ

に

注

意

一

こ

の

よ

フ

な

こ

と

員

奇

聞

い

た

一

統

γい官
J
i轍
誠

一

〈

男

数

積

一

一

つ

ま

と

か

↑

一

り

し

た

と

き

は

、

土

¥

量

祭

へ

連

絡

一

二

C
野能
j
j山仏一

一

J
J

口

特

一

行

集

一

一

-

一

一

転

機

袋

三

階

齢

脳

細

-

一

世

面

一

一

マ

お

で

か

け

の

と

き

は

必

ず

量

白

一

つ

一

入

れ

‘

集

金

な

と

は

、

た

い

へ

ん

雲

院

τて
/

¥

だ

さ

い

う

一

ξ
分
離
鱒
繍
¥
一
;
~

一

同

一

一

見

。

?

と

一

戸

頼

み

ま

一

壊

ま

持

ち

運

び

ぱ

慎

重

一

封

E
z
i
-
-んな
の

力

で

一

別

問

機

説

一

」

一

一

締

め

だ

字

つ

一

護

軍

、

?

?

阿

部

一

~

留

一

マ

お

や

す

み

ぞ

き

は

、

も

う

一

望

i

一

喜

一
J

追

放

一

一

議

議

+

付

山

索

、

!

噛

需

品

目

K
H
1へ
と
金
が
一
団
?
?
と
活
安

i
j
i
l
l
i
L
I
l
-
-
雨
時
仁
同
月
い
し
い
ト
ト
市

漏綿偽締臥蜘

〆r

其q(
「
)圏定資産税

雫l'嘘，..

'i'開

自供手・

ん.Ear;-;;司

ミ:会認知約殻三

式

第

成

市
民
会
館
で
挙
行

橋

麗

エ

i丘
F 
¥、

;也双たし
請て

""-を中間
，~，'" 

骨相

工
業
統
計
調
杢
↑
一
一
一
一
一
時
四
年
連
続
優
勝

と
と
も
に
、
こ
の
地
方
の
植
物
の
喜
子
炉
了

Lf包
一

大

洲

市

駅

伝

大

会

や
生
態
等
に
つ
い
て
研
究
し
、
後
迭
の
一
月
5
1
7
1
テ
王
万
一

人
達
の
指
導
に
語
力
さ
れ
て
い
ま
す
遺
産
省
は
、
士
一
月
一
二
十
一
日
現
在
一
第
十
一
回
大
洲
市
駅
伝
大
会
は
実

主
主
(
と
み
す
)
山
公
君
主
刊
誌
統
計
調
査
お
よ
び
工
業
中
毒
主
に
尉
ま
れ
た
ナ
一
一
月
一
平
七
日
午
後
一

一

一

時

か

ら

二

子

加

二

十

チ

!

ハ

(

で

選

手

二

中
へ
世
界
各
地
の
珍
ら
し
い
木
で
、

ζ

一
五
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
十

一

一

一

回

l
f
h
N
U

が
、
中
学
生
、
一
般
の
部
十
区

ω地
万
で
育
つ
も
の
よ
乞
た
く
さ
ん
寄
贈
一
乙
の
一
調
査
は
、
製
造
業
に
属
す
る
す
一

一
!
・
一
問
、
一
一
ロ
同
時
釈
の
部
五
反
間
コ
i
ズ
で
一
行
な

都
市
公
開
の
笠
一
プ
妥
一
さ
れ
約
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
世
界
の
樹
木
一
ぺ
て
の
警
玄
関
ど
調
査
し
、
生
一
臨
む
た
一
わ
れ
ま
し
た
。

号
化
に
墨
付
な
幼
績
が
あ
一
風
と
し
て
造
問
し
、
自
分
で
植
λ
た
り
一
め
に
使
用
さ
れ
た
生
一
害
長
お
よ
び
、
一
成
績
は
次
の
と
お
り
立
す
。
コ

YL

っ
た
大
洲
市
柏
木
の
植
一
岡
山
堵
管
理
に
つ
い
て
揺
導
に
あ
た
ち
れ
一
生
産
治
動
の
成
果
雪
製
造
業
の
失
態
を
一
〔
中
学
殺
の
部
〕
一

中
市
水
芳
幹
氏
に
対
し
建
一
る
な
ど
極
め
て
熱
山
に
属
医
己
れ
て
い
一
構
造
的
に
け
虫
ず
る
こ
と
が
円
目
的
と
し
一
概
勝
夫
州
北
中
2
時
間
0
0

分
γぷ
一

湘
設
大
巨
か
ら
感
謝
状
が
王
子
。
乙
の
倒
木
町
制
限
治
協
中
で
、
ま
一
て
お
h

り

ま

す

。

一

一

日

新

谷

中

三

位

平

野

中

一

山
賠
り
れ
る
こ
と
に
な
り
一
だ
↑
般
に
は
公
開
と
れ
て
い
ま
せ
ん
が
一
調
査
結
集
は
、
工
業
統
計
話
相
お
よ
一
〔
高
校
の
き
一

ほ
こ
の
ぼ
ど
大
洲
市
長
か
一
世
界
の
砂
ら
レ
¥
盟
¥
T

一
般
二
公
開
一
ぴ
℃
暗
号
「
茨
と
し
て
n
3
5
c
-れ
、
各
一
夜
除
荷
京
一
一
守
一
2
時
間
7
分
一
山
秒
一

一

、

レ

a

l

h

J

一
一
一
f
言

一

一

一

位

M

B

一
)
戸
大
洲
一
朗

τ

湾
伝
達
し
ま
し
た
一
で
き
る
の
を
殺
し
み
に
凋
係
者
一
回
も
一
殺
の
経
溶
分
析
や
、
園
、
長
、
市
の
慶
一

一

一

-

〔

一

般

の

一

部

〕

坦

時

葉

氏

位

、

大

洲

市

主

し

て

い

ま

す

。

王

室

、

地

域

開

発

会

書

亀

D-
寝

室

警

2

宮

号

己

蜘
の
文
化
財
専
門
委
員
布
、
一
公
阿
国
利
用
者
の
A
な
さ
ん
も
公
園
一
訂
版
稿
者
り
華
能
、
話
相
と
し
て
、
宇
一
い
た
一
一
一
位
一
市
役
所
一
ニ
位
頭
市
ク
ラ
ブ
一

糊
一
合
愛
す
る
会
空
一
一
長
一
の
施
設
や
樹
木
を
大
切
に
す
る
ぷ
う
心
一
民
間
皇
室
営
の
指
針
、
市
場
喜
一
そ
の
ほ
か
区
間
質
量
妻
、
喜
一

5

と
し
て
、
天
然
記
念
物
一
が
円
、
会
田
の
保
全
に
協
力
し
て
ノ
¥
だ
一
資
料
等
と
し
て
広
イ
利
用
さ
れ
亡
お
り
一
目
成
長
十
二
名
に
そ
幻
ぞ
れ
賞
状
と
メ
ダ
一

の
指
定
や
保
裂
の
た
め

τ己
ゐ
ょ
う
の
一
れ
こ
ん
で
い
ま
す
。
一
ま
す
。

7
wが
贈

ら

わ

ま

し

た

。

一

程
的
円
一
量
さ
れ
る
「
電
工
噛
光
課
一
一
一
日
い
ほ
童
相
室
調
査
は
、
良
一

J
u

一
巾
中
央
公
民
館
一

感
謝



V
自
転
車
に
反
射
テ
l
ブ
を
は
り
、
二
つ
の
条
件
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

夜
間
の
焚
通
事
故
防
止
を
は
か
る
一

H

た
か
が
電
話
ぐ
ら
い
M

な
ど
と
恩

V

年
賀
状
に
焚
通
安
全
標
語
を
省
一
っ
て
い
る
と
た
い
へ
ん
で
す
。

き
入
れ
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
一
電
話
は
使
い
か
た
び
と
つ
で
、
あ
な

る
。
市
企
画
室
一
た
の
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
す
る
も
の
で
す

一
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
電
話

じ
よ
う
ず
な
電
話
で
一
の
基
本
的
マ
ナ
ー
を
、
大
洲
四

1
5

-

あ

な

た

の

イ

メ

1

5

0番
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
一
度
お
曹
。

ん

な

道

路

で

の

ひ

と

り

歩

き

や

自

一

一

一
ジ
ア
ッ
プ
を
一
い
た
だ
き
、
あ
な
た
の
お
役
に
た
て
て

転

車

の

便

用

は

で

き

る

だ

け

さ

け

一

一

一

一

く

だ

さ

い

。

る

。

一

電

話

の

果

た

す

役

割

は

、

わ

た

し

た

一

裏
窪
田
識
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
一
ち
の
ピ
ジ
永
ス
や
、
自
重
渚
の
な
か
一
度
繋
益
は
無
斜
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ

話
し
合
い
を
す
る
。
一
で
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
色
利
用
く
だ
さ
い
。

運
動
、
通
常
不
用
不
急
の
自
動
そ
れ

Eに
、
書
を
じ
よ
う
ず
に
一
マ
ダ
イ
ヤ
ル
は
ま
ず
番
号
を
確
か
め
て

車
の
運
転
を
自
粛
す
る
。
-
使
う
こ
と
が
、
現
代
人
に
要
求
さ
れ
る
一
大
削
電
報
電
話
局

1 11)年
AH末
日智年
芸ぶ始
でらの

全霊
国雲

運
動

(2) 日昭和 46年 12月 10 

こ
の
運
動
は
空
木
一
年
始
の
交
通
ふ
く

そ
う
と
飲
酒
運
転
な
ど
無
謀
運
転
の
増

加
に
伴
う
交
通
事
故
の
多
発
に
対
処
す

る
た
め
「
交
通
三
悪
追
放
」
と
「
歩
行

者
事
故
防
止
」
を
重
点
に
行
な
う
も
の

で
す
。運

動
期
間
中
は
、
と
く
に
次
の
こ
と

を
守
っ
て
事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ

れ

V
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報
す
る
な
ど
飲
酒
運
転
防
止
に
努

め
る
。

歩
行
者
事
故
防
止

斉
に
実
施

一一~島

12 

月

か

り

自
動
車
重

税

佐主賓

豆

農

事

メ

地
力
を
養
う
た
め
に

近
年
は
、
化
学
肥
料
が
主
俸
と
な

り
堆
回
等
の
有
機
物
の
筋
用
は
鴛
〈

程
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

烹
め
地
力
が
落
ち
て
し
ま
い
米
作
り

で
も
秋
落
現
象
が
で
て
品
質
の
低
下

が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。

①
有
機
物
の
増
施

冬
作
物
に
は
堆
厩
胞
を
多
用
す
る

ほ
か
、
休
耕
田
に
あ
っ
て
も
稲
わ
ら

を
還
元
し
て
や
る
。
十
ア
ー
ル
当
た

大

洲

市

指

定

天

然

記

念

物

宇

津

の

モ

ッ

コ

ク

所

在

菅

田

町

宇

津

成

見

所
有
菅
田
町
宇
津
甲
八

O
七

大

野

淳

子

モ
り
三
百
;
六
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
稲
わ

ら
を
カ
ッ
タ
ー
与
で
切
断
し
て
全
面

に
ふ
り
ま
い
て
お
く
、
遅
く
と
も
一

月
中
に
は
終
わ
る
よ
う
に
す
る
。

二
月
以
後
に
な
る
と
回
摘
ま
で
に
腐

ら
な
い
の
で
な
る
べ
ぐ
早
〈
実
施
し

て
お
く
乙
と
。

②
深
耕
に
よ
る
乾

土
効
果

冬
の
間
に
耕
起
(
鋤
耕
の
方
が
良

い
)
し
て
お
く
と
、
雑
草
や
病
虫
害

の
越
冬
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
し
作
土

が
乾
い
て
団
粒
化
に
な
る
。
こ
わ
湯

合
有
機
物
を
服
用
し
て
お
く
と
更
に

地
力
が
で
き
る
。

③
耕
土
培
養
資
材

の
施
用

ケ
イ
カ
ル
や
テ
ン
ロ
サ
イ
等
土
地

改
良
資
材
を
舶
用
し
て
お
く
。
乙
の

肥
斜
は
重
い
の
で
五
1
六
月
の
嘆
繁

期
に
散
布
す
る
の
は
大
変
重
労
働
に

も
な
る
の
で
農
閑
期
伊
利
用
し
て
施

用
し
て
お
く
。

大
野
家
の
護
地
の
一
隅
に
大
き
な

根
を
頭
わ
し
て
直
立
し
、
根
回
り
は

一
一
・
三
メ
ー
ト
ル
、
地
上
=
一
十
セ
ン

チ
で
二
ま
た
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

高
さ
は
九
・
五
メ
ー
ト
ル
で
樹
冠
卵

形
を
な
し
、
枝
は
東
へ
五
・
三
メ
ー

ト
ル
、
西
へ
五
・
一
メ
ー
ト
ル
、
南
と

祐
へ
五
メ
ー
ト
ル
、
実
ら
な
い
と
こ

ろ
が
見
る
と
雄
木
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
内
で
最
も
大
き
い
モ
ッ

コ
ク

こ
こ
の
墓
地
は
、
宝
永
七
年
こ

七一

O
年
)
寧
保
十
四
年
(
一
七
二

九
年
)
な
ど
の
古
い
墓
が
あ
る
と
こ

ろ
を
見
る
と
お
そ
ら
く
乙
の
時
代
に

植
栽
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
乙
の

よ
う
な
大
木
は
ま
れ
で
、
大
淵
市
内

で
は
最
大
の
も
の
と
恩
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
乙
の
墓
地
に
は
根
回
り
三

.
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
十
七
メ
ー
ト

ル
の
ホ
ズ
ミ
サ
シ
が
あ
っ
て
、
乙
れ

も
市
の
指
定
天
然
記
念
物
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
市
教
育
委
員
会

⑦
運
転
者
は
、
横
断
中
の
歩
行
者
、

と
く
に
こ
ど
も
や
老
人
を
み
た
と

き
は
一
時
停
止
す
る
か
、
徐
行
す

る。
②
こ
ど
も
や
、
老
人
な
ど
弱
い
立
場

-
に
あ
る
も
の
を
保
護
す
る
た
め
「

交

通

三

悪

の

追

放

一

震

の

一

声

」

を

か

け

保

襲

警

①
飲
酒
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
、
無
一
努
め
る
。

免
許
運
転
を
絶
対
に
し
な
い
。
一
③
幼
児
を
つ
れ
て
歩
く
と
き
は
右
手

②
車
を
選
転
し
て
来
た
人
に
は
酒
を
一
で
こ
ど
も
の
左
手
首
を
に
ぎ
り
道

だ

さ

な

い

。

一

路

の

右

側

を

歩

く

。

③
酒
の
席
に
出
る
と
き
ゃ
、
飲
酒
後
一
④
横
断
歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
一
道
路
な
ど
を
蕗
備
充
実
す
る
た
め
、
二
、
課
税
対
象

の
外
出
に
は
事
乞
運
転
し
な
い
、
一
車
の
切
れ
目
指
ι
待
っ
て
一
安
全
伊
確
一
自
動
車
重
量
税
が
創
設
さ
れ
十
二
月
一
一
車
検
を
受
け
る
自
動
車
と
、
使
用
届

さ
せ
な
い
。
一
か
め
て
渡
る
。
一
日
か
ら
一
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
ロ
ま
し
一
出
を
す
る
軽
自
動
車

④
み
な
さ
ん
で
飲
酒
運
転
を
き
ぴ
し
一
⑤
車
の
直
前
、
直
後
の
横
断
や
飛
び
一
た
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
一
二
、
納
税
兼
務
者

く
監
視
し
違
反
者
は
、
響
察
に
遇
一
出
し
は
絶
対
に
し
な
い
。
一
す
。
一
車
検
伝
受
け
る
人
お
よ
び
新
車
の
軽

一
十
六
号
線
(
三
笠
通
り
)
で
は
二
万
一
一
一
「
青
年
運
動
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

同

号

線

一

日

一

万

ニ

千

台

一

千

量

ハ

台

(

動

力

付

一

一

輪

車

類

を

合

一

第

一

部

青

年

の

毒

芸

大

会

で

一
む
)
で
、
三
年
前
の
昭
和
四
十
一
一
一
年
の
一
は
、
市
内
の
青
年
団
員
、
花
嫁
学
校
生

自
動
車
交
通
量
を
調
査
一
七
千
六
百
八
十
台
長
宅
一
一
一
富
一
定
時
制
高
校
生
、
青
年
会
議
所
会
員
の

一
で
四
千
也
百
二
十
六
台
の
交
通
量
が
ふ
一
十
一
名
が
発
表
を
行
な
い
ま
し
た
。

一
ぇ
、
今
後
に
お
い
て
も
増
加
す
る
も
の
一
審
査
は
、
関
一
夫
(
豪
委
書

国
道
五
十
六
号
線
、
百
九
十
七
号
線
一
い
る
国
道
と
県
道
お
よ
び
市
道

ω交
通

一

一

一

L
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
課
長
)
山
中
重
経
(
新
谷
公
民
館
長

ま
た
県
道
、
市
道

ω道
路

整

備

が

す

す

一

量

調

査

が

、

十

月

二

十

日

午

前

七

時

カ

一

一

一

一

と

く

に

ド

ラ

イ

バ

ー

の

か

た

、

歩

行

一

)

城

ノ

戸

正

行

(

市

議

会

文

教

委

員

む
じ
っ
れ
、
交
通
量
は
急
激
に
酒
加
し
一
ら
午
後
七
陶
ま
で
の
閥
実
施
さ
れ
ま
し
一
一

一

:

。

一

者

は

お

互

い

に

注

意

し

、

変

通

ル

i
ル
一
長
)
菊
池
フ
ク
エ
(
市
連
婦
人
会
副

て

い

ま

す

。

一

た

一

一

一1

一
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
一
会
長
)
中
村
茂
松
(
定
時
制
高
校
主

こ
の
ほ
ど
、
市
の
中
央
で
交
差
し
て
一
そ

ω結
果

に

よ

り

ま

す

と

、

国

道

五

一

一

一

ー

ー

1
1
1
1
1
-
-
-
-

一
任
)
の
五
名
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し

闇

醐

欄

闇

園

田

園

圃

園

調

一

一

と

が

、

審

査

の

結

果

は

次

の

と

お

り

で

盤

聞

醐

鞠

り

一

青

年

の

つ

ど

い

一

す

。

難

関

閥

翻

糧

醐

一

盛

会

に

終

わ

る

一

第

一

位

長

見

イ

Y
子
(
護
学
校
生

機

総

幽

園

田

園

開

闘

機

醐

川

一

一

発

表

題

「

私

の

休

日

」

購
蝿
週
温
薗
竺
去
る
十
一
月
十
四
日
大
洲
小
学
校
で
一
第
一
百
田
中
一
世
(
者
著
年
団

鱗
灘
麟
醗
薗
哨
一
市
内
の
勤
労
青
年
約
百
名
が
集
ま
っ
て
一
発
表
題
「
青
年
と
し
て
訴
主
い

醐

磯

翻

醐

園

田

三

豊

か

な

郷

吉

く

り

の

た

め

に

、

い

か

一

こ

と

」

関
畿
圏
圃
圃
竺
に
警
る
か
、
ま
た
極
力
づ
〈
り
と
青
一
室
一
亙
大
野
義
(
定
時
制
高
校
生

圃

璽

麹

醤

掴

圃

ラ

一

一

発

表

題

「

私

の

え

ら

ん

だ

道

」

開
醐
騨
鰯
欄
繍
噛
幽
置
一
年
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、
第
一
部
一

-
闘
穣
麓
箇
圃
園
螺
麹
遡
「
青
年
の
主
張
発
表
大
会
」
と
第
一
一
部
一
第
二
部
青
年
運
動
会
で
は
、
午
後

つ
-
-
J司
}
議
1

1

二
時
か
ら
楽
し
い
競
技
に
熱
中
し
、
青

¥

/

司

も

二

丹

滝

川

協

事

U

年
の
親
睦
と
交
流
の
揚
と
し
て
一
日
を

¥
斤
批
判

j

一
ヴ

lypA
す
む
し
ま
し
た
。

/

一

訪

れ

¥

‘

一

)

ォ

(
i
(、
菜
、
青
年
団
で
は
青
年
団
と
し
て

¥

刊

行

一

r
-
R
F
W
W

の
い
ろ
い
急
行
事
を
計
画
し
実
行
し

一わいレいと
m併
、
市
内
て
い
ま
す
。
青
年
団
に
は
い
っ
て
い
な

一
川
《
当
い
か
た
は
、
青
年
団
の
仲
間
に
な
り

瓦
u
A

し
く
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

市
連
合
青
年
団

一
口
月
刊
日
村
上
内
斜
④
2
3
4
6

一

祖

母

井

外

秘

H
3
7
5
6
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日
弘
同
内
斜

H
3
3
6
3

一

沢

井

耳

鼻

斜

W
2
5
1
0

7A月
1
日
江
上
小
児
斜
W
3
7
5
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一

松

元
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3
0
6
7

7

2

日
大
槻
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斜

w
2
2
2
3

一

新

田

産

婦

斜

W
2
0
2
8

一

8

円
減
一
一
戸
眼
斜

1
3
0
0
8

一

対

上

外

相

判

H
2
2
6
2

が
、
乙
れ
を
簡
易
保
険
の
保
険
制
判
前
納
一
ま
す
。

7

9
日
浦
岡
小
児
斜
H
2
0
2
4

制

度

の

利

用

に

ふ

り

む

け

ま

す

と

、

大

一

一

鎌

田

屋

婦

斜

W
2
7
5
3

変

有

利

で

す

.

寸

l

一7

日
目
安
達
内
斜

M
2
5
3
5

自

動

車

の

届

出

を

す

る

人

一

一

一

V
た

と

え

ば

、

保

険

警

半

年

寄

納

年

賀

状

ま

二

藤

森

斜

w

長

官

一

輔

自

立

時

計

)

し

た

場

合

一

一

十

一

一

月

二

十

ニ

白

了

日

清

水

内

?

2

0

1

7

①

乗

用

自

動

車

-

長

一

去

の

一

一

分

の

一

の

旦

h
包

は

ま

で

に

一

石

田

震

予

2
3
4
7

喜
重
量
0
・
E
ト

ン

以

下

豆

千

円

育

の

で

、

市

役

所

市

民

課

へ

年

金

在

豆

き

。

、

=

十

二

月

二

十

五

日

二

診

療

時

間

午

前

八

時

半

t
午
後
六

需
重
量
0
・
五
ト
ン
遣
え
る
も
一
霊
一
輪
の
小
型
自
動
車
も
っ
届
出
て
ぐ
だ
さ
い
。
一

V
保

険

壁

一

年

分

前

納

し

た

場

合

一

一

ま

で

に

一

一

時

ま

で

の
0
・

五

ト

ン

ま

た

は

警

と

五

一

千

五

高

市

民

課

一

審

一

か

月

分

の

割

引

き

E
f
f
i
-
-
l
l一
五

州

割

削

刊

制

千

円

一

審

動

車

|

|

!

|

一

ま

す

。

一

2
一

悩

鴎

圃

陪

附

幽

案

宮

動

車

以

外

の

自

動

車

一

①

二

輪

以

下

七

千

五

百

円

有

利

な

保

険

料

一

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

な

ら

夏

と

暮

れ

の

ボ

一

ク

ー

ポ

ン

で

楽

一

肝

仙

川

川

山

山

需

重

量

一

ト

ン

以

下

手

円

一

②

一

語

同

千

円

の

前

納

を

一

1
ナ

ス

五

分

ず

っ

、

ま

た

農

家

な

一

し

い

旅

を

一

i
新
刊
図
書
案
内

l

車

両

総

重

量

一

ト

ン

を

超

え

る

も

の

一

四

、

納

付

方

法

一

良

米

代

金

が

一

度

に

は

い

っ

た

と

き

一

一

読

売

年

鑑

一

九

七

二

年

版

一
ト
ン
ま
た
は
襲
色
と
李
円
一
車
検
や
届
出
の
際
に
、
原
則
と
し
て
一
士
買
に
は
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
や
一
に
一
年
分
笠
別
納
す
る
な
ど
、
乙
の
制
国
鉄
彦
、
懸
か
ら
早
春
に
か
け
一
会
害
防
止
条
例
協
定
集

③
二
輪
の
小
型
自
動
車
一
印
紙
で
納
付
す
る
。
一
供
米
代
金
の
ま
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
一
度
の
計
画
的
な
と
利
用
を
お
す
す
め
し
て
、
み
な
言
に
、
割
安
で
一
楽
し
い
旅
一
震
県
教
室
第
一
占
巻

三

千

円

一

奇

税

務

署

一

j
j
i
i
j
j
j
i
l
-
-
j
一
を
し
て
い
完
こ

2
2
5」
や
一
愛
媛
霊
育
史
資
料
篇
第
一
集

一

ー

I

l

l

i

-

-

一
明
る
い
家
庭
と
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る
た
め
に
竺
「
昧
覚
ク
ー
ポ
ン
」
「
ス
キ
ー
マ
ポ
一
震
県
教
室
雲
第
二
篇

⑨

検

査

註

有

効

期

間

一

年

の

も

の

一

一

同

一

実

自

動

車

一

老

齢

福

祉

年

金

一

市

民

の

み

な

さ

ん

の

ご

協

力

を

お

ね

が

い

し

ま

す

。

一

三

な

ど

を

売

り

だ

し

て

い

ま

す

。

一

内

務

省

史

第

了

塁

一

一

I
I
1
1
1
1
1
1
1
H
I
l
l
-
-
一
一
乙
と
し
は
、
雪
薗
の
番
重
し
ん
一
古
田
町
誌
毒
(
町
誌
編
纂
会
)

車
両
重
量
0
・

五

ト

シ

以

下

二

千

五

一

の

支

給

一

第

凶

回

市

制

施

行

…

す

い

た

だ

く

た

め

、

「

雪

の

北

陸

と

加

一

世

界

乙

ど

も

の

文

学

百

円

一

一

向

一

一

車
両
重
量
0
・
五
ト
ン
遣
え
る
も
一

l
月

6
日

か

ら

一

記

念

貯

蓄

推

進

運

動

…

一

賀

温

泉

エ

ツ

ク

」

「

雪

の

湯

原

温

泉

ェ

一

L
干
人
と
十
人
(
出
塑
訳
)

8
・

五

ト

ン

ま

た

は

襲

色

と

乙

老

齢

福

祉

年

金

と

障

吉

母

子
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祉
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一

一

ッ

ク
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な

ど

七

コ

l
ス
の
エ
ッ
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豆
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黄
色
い
風
船
(
南
査
訳
)

千

五

百

円

一

年

金

の

一

月

期

支

払

い

が

、

一

月

六

日

一

口

月

1
日

か

ら

3
月
別
日
ま
で
…
一
定
し
ま
し
た
。
エ
ッ
ク
は
、
グ
ル
ー
プ
一
札
ガ
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の
お
城
(
塚
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亮
一
訳

一

、

一

1

1

1

1

l

i

l

i
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-

i

J

I

B

-

一
一
旅
行
に
は
も
ち
ろ
ん
、
お
ひ
と
り
で
も
一

ι黒
い
真
珠
(
白
柳
由
一
言
説

②
乗
用
自
動
車
以
外
の
自
動
車
一
宮
行
な
わ
れ
ま
す
弘
前
内
の
郵
便
一
⑨
家
計
簿
で
く
ら
し
を
ゆ
た
か
に
…
一
刻
用
で
き
ま
す
。
了
山
の
み
な
し
む
た
ち
へ
三
浦
靭
郎

車

両

総

重

量

一

ト

ン

以
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手
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百

一
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お

受

け
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く

だ
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い
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⑨
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る

い

未

来

に

く
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の

設

計
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一

円

一

た

だ
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、
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月

六

日

ま

で

に

万
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受

一

⑨

貯
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が
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守

る
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ど
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長

一

て
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は

、
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て
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え

た
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D
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訳

車
両
総
重
量
一
ト
ン
を
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え
る
も
の
一
突
が
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亡
さ
れ
た
よ
つ
な
と
き
は
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洲
市
貯
蓄
推
進
委
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の
グ
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の
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流
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(
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た
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襲
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百
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権
者
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旅
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で
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叩
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の
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訳
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で
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の
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辺
の
雑
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の
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に
は
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原
一
一
一
容
運
賃
は
二
割
引
き
、
宿
泊
選
ニ
一
色
の
あ
し
た
(
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沢
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)

菌
や
重
が
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し
て
い
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で
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一
一
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土
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料
理
が
っ
て
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宙
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(
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美
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)

草
に
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っ
て
い
る
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に
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し
て
一
一
一
言
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よ
菜
、
十
五
人
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の
グ
ル
一
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の
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校
(
佐
野
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)
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日
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も
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(

北

川

)

一一一

I
プ
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
に
お
酒
が
つ
く
一

⑤

土

地

改

良

工

事

一

一

一

と

い

・

つ

も

の

で

す

。

一

ι消
え
た
五
人
の
小
差
(
大
石
真

一

一

一

一

7
少
年
エ
ス
パ
!
戦
隊
(
害
固
有
恒

と
排
水
一
一
一
期
間
は
、
一
貫
一
平
九
日
ま
で
で
、
一
&
蓄
に
か
け
る
橋
(
重
量

冬
の
間
に
心
主
層
の
排
水
を
す
る
一
一
↑
ク
ー
ポ
ン
は
、
日
本
交
通
公
社
の
常
業
一
弘
あ
の
炎
を
〈
ぐ
れ
(
光
瀬
竜
)

た
め
暗
き
ょ
排
水
工
事
を
す
る
。
工
一
一
一
所
で
発
売
し
て
い
ま
す
。
一
印
お
か
し
の
男
(
杉
山
径
一
)

事
が
楽
な
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
に
よ
る
一
一
一
ス
キ
l
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
「
大
山
ス
一
日
フ
ィ
ル
ム
は
生
き
て
い
た
(
谷
)

新
し
い
資
材
を
使
う
と
長
持
ち
す
る
一
一
一
キ
i
ク
ー
ポ
ン
」
を
十
二
月
一
日
か
ら
一
ロ
宇
宙
ヨ
ッ
ト
旅
行
(
瀬
川
冨
男
)

し
効
果
が
あ
る
。
三
発
売
し
ま
す
。
国
鉄
の
ク
ー
ポ
ン
で
旅
一
日
遠
く
ま
で
ゆ
〈
日
(
一
一
一
田
村
信
行

大
洲
農
業
改
良
普
及
所
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
一

M
ハ
チ
ュ
ウ
類
人
間
(
立
花
広
紀
)

伊
予
大
削
駅
一
日
プ
ラ
ス
チ
ァ
ク
の
木
(
香
山
美
子

大
洲
郵
便
局
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jSL131千円 高護人済額 756 ， 113千円蔵品済額臼自~80

《藤間) 予算額口執行衛問i (単位千品)
固守口語γ
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会計(歳出)

産 め状況
2 昭和46年9月初日現手E

積 等|金 額

377町761mi 144.992千円

43.416d_I_.~己~O~i 

金 1.657平円 i
金 7.758 ~ 
金 36.000
金 11.310

/
 

賀

町

効

臼
川
河
れ

7

-

5
日
2
}

f
!
τ
t
v
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山
日
;
;
的
日

付
d

T

4

ι

一
ノ
バ

J
1
1
0
 

1

ウ
d

L
K
V
 

ノ
士爪
γ

A
せ

十
山
『
同

制予算 J 町行況

7、872HI 0，3'; 

2、753TI'I 0，<1% 

1¥¥ I 

jJi、915Jill¥
出総額¥

ち395子円/

:ニム
ー一一~〆

瑚会計

一一一一国民健康保険一一一「
326.860千円 ! 予

収

支

差

額

結

額

引

現

済

済

算

入

出

診寮所←~~-"=-，
現額 27.974引 lj j 
済組 ト721 I 

済額 22. 526 ~ 

引ム 20.80.5~_~J 

簡易水道
予算現額 11.788千円

収 入 済 額 4.'742 

支 出 済 額 4-6 9~ 

主主 51 48 
、~田~園田監~~~，--~

;一一一農業共済一一一一l

予算現額 48.380千円 ( 

収 入 済 相 22. :21 

支 出 済 額 11.744 

差引 iO.777

一一一一プノレドーザ一一一一「

事業金

l 莱 I(3)旧平均配水量 3.946m
うち有収水量 2 999m 

口
M

口
μ

庁
月

年
年

利
和

l
a
昭
昭

t
A
白子一

抹

一一ーと

一一交通障害保障rー「

予 算 現 額 3.549千円 ! 
| 収入済額 2.36ら l 

| 支出済額 2.m I 

」差引6， 12 ! 

←一一土地取仔造成一一-1

| 予算現額 !~24. 77i千円 i 

|収入済額 36 I 
l 支 LH 前書[j 420・32Lr ! 

差 引ム 420.1.88 I 

の

(3)利用者数

イ宿泊利用者 7.711人

口休憩利用者 8.722人

ハ入浴利用者 37.575人の I(4)職昌数

事務吏員 4 ?; 

技術吏員 3名

その他]隊員 !名

5，811 



。財政状況の公表
大洲市告示第28号

大洲市財政状況の公表等に関する条例および、地方公営企業

法第40条の 2の規定により、昭和46年4月1日から昭和46年9月
30日まで(昭和46年度上半期分)の本市財政状況および、業務

状況を次のとおり公表します。

昭和 46年 11月 15日

大洲市長 村 上 清 τと
ロ

<>人 口 3 8， 3 5 9人

<>世帯数 1 0， 1 7 2世帯

<>面 積 2 4 0， 9 3 km2 

(46.9.30現在)

市道舗装事業

公債費の状況
(1) 長期債 昭和46年?月初日現在

区分| 借 入 先| 産 会 | 現 債 局 I 1世帯当り額 | |人当り額 | 

一

特B会計分U 

資金運用部資金 72 4_7.567千円

簡保 資 金 25 119.123 
その他 43 186.616 
小計 140 733.306 

資金運用部資金 4 17.686 
簡保資金 IH73 
その他 2 6.500 
小計 ? 37.659 

メ'"弘、 計 770.965 

(2) 一時借入金

区 分|借入先

|政 府資 金
財政調整資金 | 

|他

41.527円
11.570 
18.125 
71.222 

1.718 
1.309 
631 

3.658 

74.880 

額

0千円

437.729 

市税と住民負担の状況

市民税

51，219千円
l世帯当り 4.975円
1人当り ト340円

その他1，376千円
1世帯当り 134円
1人当り 36円

11.188円
3.117 
4.883 

19.188 

463 
353 
170 
986 

20.174 

昭和 46
上半

一般会計予算の執行状況
(歳入)

一般会計(歳

使111料及び子数料1.2%

水泳プール建 設 事 業

年度
期

予算現額

歩
1.65~ 

大洲北中学:

市有財産

別「面程

財政調整基金

その他特定目的基金

土地開発基金

出資金

計

一般会計，.・骨質別弓


